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東京実行委員会基本的総括 

 

激動する情勢の中で開かれた大会 

 ロシアのウクライナ侵略、ガザでのジェノサイド(集団殺戮)＊注という戦争の危機の中、

世界各地で平和を求める大きな運動が広がっています。日本では財界と自公政権が戦争の

危機を悪用して桁違いの大軍拡と社会保障制度破壊をすすめ、人権を敵視し、高齢者の生

存権まで否定する思想攻撃の中で、国民の怒りが広がり、人権を守る様々な運動も広がり

つつあります。また、気候危機が深刻化し、対策を求める運動が大きく広がっています。

第 36 回日本高齢者大会 in 東京は、こうした世界と日本の情勢の歴史的な激動の中で開か

れました。 
 

情勢に正面から応えた大会 

 サブスローガン「ストップ軍拡 かがやけ人権」 ・特別決議「ガザでのジェノサイドは

許さないイスラエルは攻撃を中止し 即時停戦せよ」 ・3 つの重点 ①戦争への道を許さな

い共同 ②日本高齢者人権宣言を学び運動に生かす ③地域に高齢期運動を広げ根付かせる、

は、この情勢に正面から応えるものでした。これら大会の基本点は、全体会の記念講演、

各分科会の議論、学習講座の内容に貫かれました。大会アピールは、戦争への道を拒み、

希望と輝きに満ちた真の長寿社会を創造するため、全国津々浦々で奮闘することを力強く

呼びかけました。 
 

評価する多くの感想 

 参加者からは、元気の出る大会になった、深く学ぶことができた、視野が広がったなど

講座、分科会の内容に満足した感想が多く寄せられ、全体会についても情勢に合い確信を

もてる講演であったなどの感想が多く寄せられました。 

 第 36回日本高齢者大会は情勢に応え、充実した学習とゆたかな議論、交流の場として成

功しました。 
 

幅広い共同を意識 

 大会は、幅広い人たち、幅広い年齢層との共同を意識して行われ、自治会長、認知症家

族の会、学生、労組青年部などの参加がありました。 
 

東京が担当した第 12分科会が果たした役割 

 東京が分担した第 12分科会は、呼びかけに応えて各地域から多様な運動に取り組んでい

る人たちが集まりました。実践を持ち寄り、交流し話し合って到達点を確認しあい、これ

からの課題を共有するという分科会の基本的なありかたを確立することができました。ま

た、高齢期運動をどう進めるか、地域に高齢期運動をどう根付かせるか議論を進めるうえ

で大切な一歩を踏み出すという役割を果たすことができました。 
 

文化、交流の要素の充実 

 第 1 日の会場では、バンドによる歓迎の演奏が行われました。初めて設定された短歌の

第 11 分科会では、事前に短歌の応募が呼びかけられ当日 7 首を含め 64 首の歌が寄せられ
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ました。夜の企画で行われたうたごえ広場、80 人が参加した全体会での歓迎のうたごえ、

前進座の舞台など文化、交流の要素も充実させることができました。 
 

成功を支えた担当団体の力 

 実行委員会に参加した多くの団体が分科会、講座の担当をもって、内容の準備に力を尽

くすとともに、当日の講座、分科会運営の手配を分担し内容の充実と運営の成功に貢献し

ました。 
 

女性実行委員の努力による企画の充実 

 民医連、医療生協の退職者を中心に多くの女性が東京大会の成功のために企画チームに

結集し、企画のはじめの段階から女性が中心となって議論を重ね、各企画ごとに担当団体

や講師、出演者と事前の打ち合わせを重ね、内容を練り上げました。このきめ細かい努力

が、情勢に応え充実した内容の各企画を作り上げ、高齢者大会の成功に大きな役割を果た

しました。これからの高齢者大会に引き継ぐべき財産です。 
 

高齢者大会を支えた地域の取り組み 

 東京の各地域の実行委員会は 2016 年の東京大会に比べると地域からの取り組みは後退

しましたが、西多摩、西東京などでは実行委員会の会議を重ねて参加に取りみました。葛

飾区、府中市をはじめ地域の高齢期運動の組織が中心となって大きな参加を組織した地域、

そうめんの販売に取り組み財政活動で参加者の負担を軽減した三鷹武蔵野実行委員会、参

加費を賄いきるカンパに取り組んだ東村山実行委員会など、地域の取り組みが広がりまし

た。三多摩健康友の会はラッシュ時にかかる全体会への参加のために三多摩各地からバス

を出して参加に取り組みました。西東京市では社保協が中心となって 11 月 27 日に報告集

会が取り組まれ、参加者から各分科会で学んだ内容などが報告交流されました。地域の日

常の取り組みや地域での議論が高齢者大会参加と結びついたこれらの地域の活動はぜひ広

げていきたいものです。 
 

「日本高齢者人権宣言」はもっともっと広げることが必要 

 今大会を通して、高齢者大会に参加する人たちの中でも、「日本高齢者人権宣言」の存在

を知らない人、知っていても読んでいない人が多くいることがわかりました。「日本高齢者

人権宣言」はおよそ 20分あれば読み合わせができます。まず多くの人に読んでもらう取り

組みの必要性が痛感されました。 
 

東京からの参加組織の不十分さとその要因 

 東京実行委員会は会場参加のべ 2400 人、Ｗｅｂ参加延べ 800 人を目標に掲げましたが、

会場参加は延べ（1264 人）Ｗｅｂ参加は延べ（111 人）にとどまりました。残念ながら参

加者数では開催現地としての責任を果たせたとは言えません。この背景には全体としては

コロナ下での活動レベルの低下と運動の中心となって進めてきた人たちの高齢化がありま

す。それだけでなく、東京実行委員会のスタートの時点から、実委に参加する各団体が単

なる参加者でなく高齢者大会 in 東京を実施し成功させる主体になるという各組織の意思

統一を組織する点での不十分さが参加組織の不十分さにつながりました。また、実行委員

会への 23区の結集を十分組織することができなかった点も大きな反省点です。 
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さらに参加者を大きくふやすために 

 さらに総括の議論の中で、企画の魅力の積極的な宣

伝、参加するのにワクワクするような企画、内容の充実

と同時に参加者を引き寄せる企画のアイデア、全体会で

も例えば多くの団体からの 1 分間発言など参加者が主

体となる演出、準備段階でも多くの人が高齢者大会を作

り上げるための活動に参加する工夫 などが今後の課

題としてあげられました。 

 また、団体、地域を通しての参加の申し込みが中心に

なっているため、チラシなどで知って個人で参加しよう

とした場合参加が難しい。チラシを見ただけで個人でも

簡単に申し込めるシステムを作った方がよいのではな

いかという指摘もありました。 
 

総括の議論を高齢期運動の前進の力に 

 第 36 回日本高齢者大会の経験を踏まえて、実行委員

の感想の中には、これからの高齢期運動の前進に結び付

く多くの提案が含まれています。これらを生かして、高

齢期運動をどのように広げ、発展させていくか突っ込ん

だ議論を行うこと、東京実行委員会の中心となる東京高

齢期運動連絡会の体制と運営の強化、確立について議論

を進めることが課題となっています。また、高齢化の中

での運動の継承、各運動団体の横の連携の強化、年齢を

またぐ運動の連携など、東京段階、区市町村段階に共通

する問題も議論されました。高齢期運動の中だけでなく

広く議論していく必要があります。 
 

実務的反省点をこれからの取り組みに生かす 

 実務的な運営上の反省点も多く集約されました。これらは丁寧に引き継いで今後の取り

組みに生かしていきます。 
 

報告集の普及、活用を 

 大変充実した大会の内容を反映した「報告集」（1部 1000 円）が作成されます。全学習講

座、分科会の報告を収録、柳澤協二さんの講演は、全文書き起こしが収載されます。普及

し活用して今大会の成果を広げこれからの運動につなげていきましょう。 
 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

* ジェノサイド：「集団殺戮」などと訳されますが「ジェノサイド条約」では、国民的、民族的、人種的

または宗教的な集団の全部または一部を集団それ自体として破壊する意図をもって行われる次のい

ずれかの行為「集団の構成員を殺すこと」「集団の構成員に重大な肉体的または精神的な危害を加え

ること」「全部または一部の身体的破壊をもたらすよう企てられた生活条件を故意に集団に課すこと」

「集団内の出生を妨げることを意図する措置を課すこと」「集団のこどもを他の集団に強制的に移す

こと」と定義されています。 

江東 21 小平 13

墨田 西東京 24

荒川 4 清瀬 19

足立 12 東久留米 16

葛飾 30 東大和 3

江戸川 6 武蔵村山 10

新宿 10 東村山 21

渋谷 1 小金井 5

世田谷 13 国分寺 19

中野 21 国立 21

杉並 15 立川 61

千代田 5 昭島 17

中央 3 武蔵野

文京 34 三鷹

台東 5 多摩川 16

港 3 秋川 14

品川 9 調布 18

目黒 12 狛江 2

大田 3 稲城 3

大島 多摩 21

八丈島 町田 11

三宅島 府中 25

豊島 八王子 27

北 53 日野 13

板橋 24 三多摩計 404

練馬 13

区合計 297 地域合計 701

25

地域別参加人数
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第 36 回日本高齢者大会 in 東京 企画チームのまとめ 

 

 第 36 回日本高齢者大会 in 東京は、大会スローガン「町から村からの連帯でひとりぼっちの高齢

者をなくそう」、サブスローガン「ストップ軍拡 かがやけ人権」の基、開催されました。 

ロシアのウクライナ侵攻が続き、パレスチナ・イスラエル紛争でイスラエルのガザ地区攻撃で子ど

もを含む民間人の犠牲者が広がっている中での開催でした。 

大会の企画（特に１日目講座・分科会）は、現地実行委員会企画チームが中心になり、大会の３

つの目標の具体化として企画を立て、煮詰めた企画案を実行委員会に諮り意見交換しながら作り上

げました。実行委員会では、高齢者大会で教育問題をとりくむ意義は何か？ジェンダーは？等の意

見が出され、高齢者にとって認知症は重要なので分科会を作る必要がある等、企画を深めました。 

移動分科会は、一日目の会場である大正大学から貸し切りバス利用を計画しましたが、参加申し込

みが少ないことからバス移動は中止としました。同時に「靖国神社・遊就館」は、申し込みが大変

少なく中止とせざるを得ませんでした。 

企画チームの発足は 2023 年 1 月で、中央実行委員からの課題提起を受け、提示された講座・分

科会の素案テーマを検討することから取り組みました。チーム員は８人、その構成は東京高連事務

局４人、東京および近郊在住の東京の医療生協元職員及び関係者４人でした。 

高齢者大会の目的・テーマの確認を繰り返しながら、講座・分科会の内容を検討し講師の案を出し

合いました。まず、全体会記念講演講師の検討では、何人もの候補者の順位を決め交渉を開始し結

果、柳沢協二氏の快諾を得ることができました。 

講座の講師と分科会の助言者については、それぞれの講座・分科会の内容の検討を重ねながら、こ

れまで高齢者大会や母親大会等で講師を引き受けていただいた方、新たな方にするのか検討を重ね

ました。新たな講師候補者については、ユーチューブ等で講義を聴く新聞記事や集会のチラシを参

考にする等して決めました。 

 大会が終わり、次回以降の高齢者大会に生かされるように、参加者の感想文等から振り返りをし

ました。 

 

１． 講座・分科会の参加者数から 

  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

学習講座 121 125 173 76 35 54 61 73 59 61 50 49 60 ー 

分 科 会 36 23 45 46 52 30 50 61 62 33 43 67 24 55 

移動分科会 16 10 12            

夜の企画 27 8 67            

  会場が狭く入りきれなかった、立ち席が出た、狭かったと意見が出された会場があった 

講座：第４、第７、第８、第 10、第 13 は、 

  分科会：第９、第 12 

 

２． 参加者から出されていた意見・要望等 
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全ての企画（全体会を含め）で概ね満足が得られた。講座だけでなく知らないことが学べたと

いう意見が多数聞かれた。次期大会までの運動の取り組みや自身が何をすべきか考え持ち帰る

ことができたようである。 

（１） 講座・分科会とも、レジュメの資料化・ユウチューブ等で再学習したい 

記念講演、第 12 講座、第 7 分科会 etc 

（２） 高齢期運動連絡会のニュースで、「日本高齢者人権宣言」の各地域の取り組みをシリーズで

伝える…全国の実践などを通信出して（大阪の取り組みは学べる） 

（３） 講座・分科会の選択はチラシを見て行うが、それぞれ参加を促す工夫をしてほしい 

第 13 分科会：「口福は幸福への道しるべ」は最初からチラシに載せて欲しかった 

（４） 第 11 分科会こうした分科会はうれしい。40 人が一同に会しては難しい、２つに分けみんな

が参加できる形が良い 

（５） 夜の交流会：歌声の企画では、大声で歌い会場中に歌声が響き楽しい時間を交流できた。 

（６） 全体会の終了が 13 時直前は長すぎる。シュプレヒコールは必要か？検討が必要。 

（７） オープニングの合唱は、杖をついても歌う姿よかった。文化行事：前進座はさすが、スピー

ディーでキレがあり迫力十分、替え歌が良かった。 

 

３． 企画チームメンバーの感想から 

（１）企画担当して 

・企画が盛りだくさんで、学習講座や分科会は参加者の少ない会場もあった企画数の絞りこみ 

やオンライン配信数についても次回の課題としたい。 

・企画内容、講師の選択、講演内容など講座については、新たなことを学べた、深く学べたな

どの感想が多かった。 

・分科会は講師、報告者等内容のツメ、事前準備を何度も行った分科会は充実した成果を得た 

・講座の数は適切だったが、分科会の数は多すぎた感がある。分科会の問題意識、事前準備に

課題が見られた分科会もあった。また参加のバラツキも見られた。分科会についてはしぼこ

とも必要と感じた。 

・地域の高齢期運動のとりくみに関する第１２分科会の取り組みは活発な議論で大きな成果が

見られた。事前の準備の重要性が確認できた。 

・企画チームに元看護師の参加を得た。さらに仲間に呼びかけサポーターとしての協力を得た。

企画内容・企画の調整、運営に女性の視点が生かされた。女性の企画段階からの参画の在り

方は、今後に向けて大きな役割を果たすことになるだろう。同時に、参加者の満足度を高め、

女性の参加者像に役割を発揮することが期待される。 

 

（２）高齢者大会 

・コロナが第５類になってからの開催で、現地参加することで元気になって持ち帰りができる

機会になった。 

・分科会、講座で学んだことを活かすため報告集を活用した学習などをよびかけたい。 

・講座・分科会で学んだことを活かすため、報告集を活用した学習などをよびかけたい。 

・「日本高齢者人権宣言」が、まだまだ読まれていない状況と思われる。先ずは普及が大事 

・夜の井戸端会議に参加者が少なかったのは、高齢化で夜まで体力が持たないのではないか。
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地方 から来ている方が多いという印象を持ちました。宿泊している方はどんなふうに過ご

されたのかなと思いました。オプションで夜の東京の「ナイトツアー」など。 

 

４． 高齢者大会及び高齢期運動を広げるために思ったこと 

（１） それぞれの分野で、それぞれ大会、集会等を開催していますが、子どもから高齢者までの横

のつながりできると良いと思いました。柳沢さんの話ではないですが、高齢者は若い世代に

寄り添い伝えていくという役割も含め、同じ課題・テーマなどで多世代がつながるあらたな

取り組みにつながると良いと思いました。 

保育所で勤務して定年退職した保育士さんは、子どもに関わる仕事をしたいと思う人が多

く、そのままパートで働いたりする例が多いですが、自宅を開放したり、会場を確保したり

して少人数の子育て支援をする元保育士さんがいます。退職者の元保育士たちも高齢期で

すし、そうした人たちとも繋がれると良いな・・・と思いました。 

（２）私はとてもいい経験をさせていただきました。ただ、実行委員は、都内在勤・在住の方がい

いかと思います。 

高齢期運動は、高齢者だけの問題ではないので、課題ごとに若い人たちとつながっていくこ

とを日常的に実施していく必要があると思います。ヤングケアラーなども深刻です。今回学

生の参加で、学生の活動を学んだが、学生たちに学ぶフィールドを提供したり、いろいろな

ことが考えられる。 

（３） 次回の開催にむけて、各地域の高齢者大会の開催。高齢者人権宣言の学習を広め、深める 

・コロナ禍の影響は大きい。従来のやり方を踏襲しても難しい（前回中心的メンバーも 6 年の

年を重ねた）、次の世代もいれた組織づくり 

・今大会の参加団体が掴めず、実行委員会としての機能が不十分だった。参加団体が実行委員

会に参加できない（参加しない理由）を知りたい。実行委員会が元気ないと広がらないので

は。実行委員会 or（事務局）に地域の年金者組合複数などに参加 

・各団体の会議等の議題に載せていただくような工夫（直接団体訪問、趣旨説明やチラシの配

布）担当者一人の行動では限界ある 

・地域の高齢期運動の活発な地域衰退地域などの実態把握と各地域の市区町村の要求運動の交

流会の開催 

・高齢者大会が話題にならない、知られていない。マスコミの活用等必要と思う 

・参加する当事者としての機会があると参加する、お手伝いをする人を増やす、1 分リレート

ークなど発表する機会の工夫、楽しくなければ人は集まらない 

・高齢者人権宣言の学習会の活発化 

（４）「社会全体に運動の意義を訴求する」には、特定の政党の色（表現など）が濃すぎるように感

じる。高齢者の年金問題、平和への希求など、普遍的な問題を扱っているのだから表現の仕

方（言葉の選択）などに工夫し、より広く市民に届く形にするべき「同じ考えの人が団結の

ために集まる大会」と定義するならば、その必要はないので、拡げたいのか、そうでなく団

結のためなのか方針を明確にした上で、方針に応じた戦略を立てる必要があるように思う 

（５）分断政策はいきわたっていると深く思いました。高齢者がすべきことがたくさん語られまし

たが、先ずは高齢者大会を通じ、若者・働き盛り含めすべての層に働きかけ一緒に行動でき

るようになることが出来たら、変わる第一歩になるのではないか…と思いました。 
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第 36 回日本高齢者大会 in 東京 設営チームのまとめ 

 

要員の運用 

【大会当日の動態】 

当日動態表で数十名の要員（予定では１日目５０名+学生 10 名、２日目６５名を予定し

た）の要員の任務配置、移動の導線を明確にした。 

集合時間、集合場所の意思統一を明確にした。（会計の発生しない終日要員は 9：30 に

本部集合、会計の発生する講座・分科会からの要員は 11：00 各会場に直接集合） 

撤収、2 日目会場への移動組、速報印刷体制の担当と納期を明確にした。 
 

【設営各班の設置】 

設営各班長（受付会計方面班、誘導班、外案内班、舞台班、弁当班、出店班）を本部直轄

として班長を設けたことで、要員の効果的な運用ができた。これにより、本部設置、会場

づくり設営、物品搬入、片付けがスムーズに進んだ。 
 

【各設営班マニュアル】 

各責任者＝班長にマニュアルセット渡して運用した。 
 

【要員の手配と要員数】 

必要要員数を確保できた。（当日数名の欠席があるも、十分にカバーできた。）要員数につ

いては妥当であった。なお、ここでいう要員とは、事務局、実行委員以外の主要な要員要

請団体のみを指す、講座分科会の直営ものぞいた、以下各団体の延べ人数の特徴。 
 

会場の地元の生協 2 法人（民医連）から           のべ 20 名 

東京民医連（県連）                    のべ 8 名 

地元以外の民医連法人、退職者の会             のべ 16 名 

医福連（都本部）                     のべ 6 名            

年金者組合                        のべ 7 名 

母親連絡会                        のべ 3 名 

三多摩労連                        のべ 6 名 
 

要員数 

1 日目 41 名、学生 8 名 

（大会幹部 6、本部直轄=設営班長含む 11、広報 5、会計 2、弁当 2、受付 10、学内方面

8、外案内 4、医療班 1） 
 

＊講座・分科会の要員については企画とも重なるので企画の報告に準じます。 

設営要員と重複しない、講師、パネラーは含まない受付、記録のお弁当予約数は 106 で

申し込みがあった。 
 

2 日目 62 名 

（大会幹部 8、本部直轄=設営班長含む 10、広報 2、会計 4、舞台 4、受付 9、ホール誘導

8、外案内 12、クローク 4、医療班 1） 
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以上要員の運用を、初期任務の舞台や本部、受付設営の他、時間によってはカンパ要員

に再配置するなど複数任務にあてた。運用上は、任務が終わるたびに本部に戻り、次の任

務を確認してから聴講などに移ってもらった。 
 

施設管理・届け出 
 

【大学当局との関係】 

一本化が必要であった。大学に事務局を通さず、直接注文をする実行委員があったなど、

届け出者が行うべきであった。 
 

大正大学への車の搬入と駐車許可申請については妥当であった。 

大会当日の大学当局責任者との連絡を事務局長に一本化したことは妥当であった。 
 

【文京シビックとの関係】 
 

【設営業者との関係】 
 

備品管理 

【必要備品】 

車で買い出しは、東京ほくとの車を借り備品購入一覧表があったので、近郊の量販店で

一度でスムーズに購入できた一方、カッターナイフの刃が多数など必要ではないものも

含まれており、備品一覧表の論議は不十分であった。 
 

【講座・分科会 各教室備品】 

受付セット（詳細講座・分科会 各教室備品）は妥当であった。 

感染セット 体温計 2 個非接触型を用意するなどは無理であった。 

各種案内・看板等は妥当であった。 
 

【片付け】 

「お弁当ごみ回収法」を明記し、ゴミの仕分けを徹底した。 

 東京民医連から借りたプロジェクターは、印刷の際、当日返却した。 
 

本部にいる手空きの本部直轄事務局は、全体会には参加せず、使用しない物品の片付け

を開始して、指定の主要返却場所（2 台の車と日交連、東京高連、東京民医連、東京ほく

と）に留意して片づけた。同時に別働班は、御茶ノ水駅宣伝準備を行った。 
 

会場当日運営 

【車の運用】 

地元の地理に明るい運転者（地元生協 2 法人から）を出せたことで、日高連中野事務所、

東京高連大塚事務所、東京民医連から、大正大学、文京シビックへの物資の搬入、搬出、

返却の運行がスムーズであった。 
 

【受付会計の流れ】 
 

【会場内誘導】 

座席誘導指導、会場誘導はスムーズだったが、聴覚障害対策で磁気ループ座席誘導は、う

まくできなかった。なお、車いす対応の座席誘導要員も配置した。 
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第 36 回日本高齢者大会 in 東京 広報チームのまとめ 

1，ポスター・チラシの作成 

 ポスターの図案については親しみの持てるもの、今までのポスターとは違うイメージ

にしようということでちひろの絵を使うことにしました。印刷所と色の調整に手間取り

ましたが何とか間に合わせることが出来ました。 

 

2，実行委員会ニュースの発行 

 実行委員会ニュースはタイトルを「はっぴゃくやちょう」に決定、毎月発行をおこな

いました。課題はニュースの記事集めでした、各地域からの取り組み状況を伝えたかっ

たのですが不十分に終わりました。今後行う時は三多摩実委からも広報担当を入れた方

がいいと思います。また、各地域で発行しているニュースを東京実委に送るシステム作

りも有効かと思います。 

 

3，速報ニュースの発行 

 速報は3 号発行しました。 

 第1 号は歓迎ニュース、1 週間前頃に作り上げました。第2 号は大会1 日目の様子を

取材要員3 名+広報2 名の計5 名で学習講座・分科会の担当を決めてスマホで写真を撮

り、記事といっしょにメールで集中するようにしました。時系列で写真と記事が集まっ

てくるので編集はスムーズにできました。また、全ての講座・分科会の写真を記録する

ように心がけました。 

 第2 号は1 日目の18 時頃には作り上げて印刷の東京民医連にメールで送りました。

東京民医連での印刷がカラー刷りで行われたことも大変良かったと思います。 

 第3 号は全体会の様子と次回開催地を掲載し、東京高連のホームページ上で閲覧でき

るようにしました。 

 

4，ホームページ・ネット対策 

 東京高連のホームページと東京実委のフェイスブックにニュースの掲載をし、大会開

催の2日間はリアルタイムでフェイスブックに投稿しました。 

 

※参考のため、ポスターとニュースを添付します。 
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第 36 回日本高齢者大会概要 

 

1 主催 第 36 回日本高齢者大会 in 東京 中央実行委員会 nihonkouren@nifty.com 

     第 36 回日本高齢者大会 in 東京 東京実行委員会 

tokyo.koureiki@gmail.com 

2 メインスローガン まちから村からの連帯 ひとりぼっちの高齢者をなくそう 

3 サブスローガン  ストップ軍拡 かがやけ人権 

4 講座､分科会 2023 年 11 月 12 日(日)13:00～16:30 大正大学 

 開場 12:00 講座前半 13:00～14:30 講座後半 15:00～16:30 

  13 学習講座 14 分科会 3 移動分科会 分科会は 13:00～16:30 

 第 1･第 2･第 3 講座、第 1･第 4･第 6･第 7 分科会を Youtube 配信  

5 夜の企画 3 企画 11 月 12 日(日) 17:00～19:00 大正大学 

6 全体会 11 月 13 日(月) 10:15～13:00 文京シビックセンター大ホール 

  開場 9:30 開会 10:15 閉会 13:00 Youtube 配信 

    全体会記念講演 柳澤協二さん 

           演題「非戦の安全保障論･･･戦争しない国であり続けるために」 

7 参加   会 場 全体会 1,325 人  分科会 1,187 人  延べ 2.512 人 

       Ｗｅｂ  全体会   429 人  分科会  205 人  延べ  634 人  

8 東京参加 会場  全体会   719 人  分科会  545 人  延べ 1,264 人 

       Ｗｅｂ 全体会   52 人  分科会   59 人   延べ  111 人 

（中央実行委員会集約に東京集約値を代入） 

9 参加費  会場参加  1 日 2,500 円   2 日間 5,000 円 

       Ｗｅｂ参加 1 日 1,500 円   2 日間 3,000 

10 東京実委分担金      1 日 500 円  2 日間 1,000 円（会場・Ｗｅｂとも） 

     （東京実行委員会の費用を出すために、東京の参加者に分担金をお願いす

る） 

11 高齢者大会東京実行委員会 

  2022 年  12/21(水)結成 2023 年 1/24(火) 2/28(火) 3/28(火) 4/25(火)  

  5/11(木) 6/15(木) 7/25(火) 8/17(木) 9/26(火) 10/12(木) 11/7(火) 

  12/21(木) 2024 年 1/20(土)総括 

＊ 中央実委サイト http://nihonkouren.jp/senior/event/index.html 

＊ 東京実委サイト https://x.gd/taikai          

＊ 東京実委 facebook  https://www.facebook.com/profile.php?id=100091773403776 
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第 36 回日本高齢者大会 学習講座・分科会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１講座 日本を「戦争する国」にしていいのか 13号館 1321

第２講座 前半 私たちの暮しはなぜ破壊され続けるか―克服の道を考える

第３講座 後半 ジェンダー平等で未来を切り開く

第４講座 前半 気候の危機をどう受け止めるか

第５講座 後半 防災とまちづくり

第6講座 前半 コロナ禍でみえた日本の医療の課題

第7講座 後半 日本の農業と自給率、食糧安保

第8講座 前半 高齢者の就労と貧困問題―下流老人問題の現在と未来

第9講座 後半 いのちのとりで裁判と生存権

第10講座 前半 マイナンバーカードで、国民の管理？

第11講座 後半 インボイス（適格請求書）とは何か？私たちの生活にどう影響するか？

第12講座 前半 戦争する国づくりと教育

第13講座 後半 原発とエネルギー問題

沖縄と全国の米軍基地問題 10号館 1051

日本高齢者人権宣言をどう活かしていくか 532

日本高齢者宣言から年金問題を考える 552

社会保障への攻撃にどう立ち向かうか 10号館 1021

「介護が必要な人が介護サービスを使えるように」 5号館 531

医療費無料化、自己負担ゼロが今こそ求められる 1号館 大会議室

住民主体のまちづくり「いつまでも住み続けたいまち」（１）
　多世代が知り合ってつながり豊かな地域づくり

1031

住民主体のまちづくり「いつまでも住み続けたいまち」（２）
　認知症になっても安心して暮らせる社会（地域）をつくるために

1032

高齢者の足・交通権の問題と移動の権利 5号館 553

住まいは「人権」…住宅政策を見直す 10号館 1043

自分史を「短歌」に　「短歌」を希望のエネルギーに 5号館 551

高齢期に、地域で人間らしく生きる運動を 1022

歯科講座　口福は幸福への道しるべ 1033

加齢による難聴に対する補聴器助成 1053

みんなで聞こう　「人権を守る民衆の戦いが社会保障を前進させた」 5号館 552

高齢者大会　今風井戸端会議
日頃の思いを大いに語り、全国あちこちのみんなの元気を分かち合おう

5号館 551

うたごえ広場　東京の夜空にうたごえ １０号館 学生食堂

東京大空襲・戦災資料センター
大正大学集合グループ　＋　戦災資料センター現地集合グループ

（東京都）北区戦跡ウォーキング　　　王子駅　北トピア前集合

東京　山宣歩き　　　水道橋駅　杉山ビル集合

靖国神社・遊就館　は、申し込みが少なかったため中止になりました　移動分科会３

5号館 541

前半　13時～14時30分　　後半　15時00分～16時30分　 *第１講座は通し

13号館 1331

5号館 533

10号館 1042

10号館 1041

10号館 1052

第9分科会

　13時～16時30分

第１分科会

第2分科会
5号館

第3分科会

第4分科会

第5分科会

第6分科会

第7分科会

10号館

第8分科会

第10分科会

第11分科会

第12分科会

10号館第13分科会

第14分科会

移動分科会２

移動分科会４

１７：００～１９：００

夜の企画１

夜の企画２

夜の企画３

移動分科会１
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第 36 回日本高齢者大会 全体会プログラム 

 

  

開始 長さ 余裕

1 　オープニング　うたごえ 日本シニア合唱団・東京年金合唱団 10:15 0:10 0:02

2 　開会宣言　司会
大根　奈津紀　　東京民医連
梶原　直之　　　東京民医連

10:27 0:01 0:01

3 　主催者のあいさつ
杉澤 隆宜
　中央実行委員長

10:29 0:05 0:01

4 　歓迎のあいさつ
木原 秀子
　東京実行委員会代表委員
　東京母親大会連絡会会長

10:35 0:05 0:01

5 　来賓･メッセージ紹介 司会 10:41 0:03 0:01

6 　記念講演 柳澤 協二　 10:45 0:50 0:05

7 　基調報告
畑中 久明
　中央実行委員会事務局長

11:40 0:08 0:02

8 　文化行事 劇団前進座 11:50 0:15 0:02

9 　分科会報告（:05分×3）
第6分科会 医療費
第2分科会 人権宣言
第12分科会 高齢期運動

12:07 0:15 0:03

10 　カンパの訴え
佐藤　祐子
　年金者組合東京都本部

12:25 0:02 0:01

11 　青年のメッセージ
種橋　颯大
佐々木　陽向

12:28 0:05 0:01

12 　アピール・舞台上プラカード
早川　明好
　都庁職港湾局退職者会

12:34 0:05 0:01

13 　次回開催地発表
田中　光顕
　日本高齢期運動連絡会代表委員

12:40 0:02 0:01

14 　大会旗引継ぎ
千野 律子
　東京実行委員会代表委員
　年金者組合東京都本部委員長

12:43 0:02 0:01

15 　次回開催地あいさつ
渡辺義巳
　愛知高齢者大会実行委員長
　全日本年金者組合愛知県本部執行委員長

12:46 0:03 0:01

16 　閉会のあいさつ
矢吹 義則
　東京実行委員会代表委員
　東京地方労働組合評議会議長

12:50 0:05 0:01

17 　シュプレヒコール 大熊　啓 12:56 0:02 0:01

18 　閉会　司会 司会 12:59 0:01

　終了 13:00

36回　東京大会全体会プログラム
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